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神経細胞では、種々のシグナル伝達を担う媒体（メッセンジャー）として、細胞
内のフリーのカルシウムイオンが重要な役割を果たしており、その動態を定量的
に捉えることで様々な機能の発現メカニズムを明らかにしようとする試みが古く
から行われている。方法としては、キレーターの分子構造を応用したカルシウム
感受性色素を細胞内に導入し、光学シグナルの変化を検出することにより所定の
領域におけるカルシウム濃度変動を解析するのが一般的である。　我々は、この
ようなカルシウムイメージング法と電気生理学的手法を併用し、神経細胞の樹状
突起の持つ能動的機能に着目して研究を行っている。本セミナーでは、これまで
に得られた結果の中から、（１）海馬錐体細胞の樹状突起で見られるカルシウム
動態の異常とその細胞死への関与について、および（２）小脳プルキンエ細胞の
樹状突起で見られるカルシウム・ウエイブの生理学的意義とそのモデル化の試み
について紹介する。  
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